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1.はじめに  

 コンクリートの主要な物性値として，強度と物質透

過性が挙げられる。本研究では，養生方法が異なるモ

ルタルを用い，養生方法が強度特性と物質透過性およ

び水和進行に及ぼす影響を評価することを目的とした。

そして，強度特性および物質透過性を代表する指標と

して，圧縮強度および電気抵抗率に着目し，水和進行

については消石灰の生成量を指標としてこれらの関係

を調べた。 

2.実験概要  

2.1 供試体の配合と作製方法 

表-1に示す配合にしたがって，40×40×160 mm のモ

ルタル供試体を作製した．結合材は普通ポルトランド

セメント，細骨材は宮城県大和町鶴巣産の山砂を使用

した。供試体の作製は，図-1 にしたがって，養生温度

に設定した大型の恒温槽に 1 日間材料と型枠を静置し

て，養生温度と材料温度を等しくし，練り混ぜおよび

打設も同じ槽内で行った。打設後約 24 時間後に脱型を

行い，恒温槽で各養生を行った。 

2.2 試験項目 

圧縮強度は，材齢 1，3，7，14，28 日において JIS R 

5201 により測定した。電気抵抗率については，測定材

齢を 14，28 日とし，含水状態の影響を排するために，

養生後１日間ほど脱気装置を用いて飽水処理を施して

から四電極法(JSCE-K 562-2008)により測定した。また

消石灰生成量は，材齢 14，28 日において養生温度 5，

15，25 ℃の水中養生(15 ℃に関しては水中養生と気中

養生 )の水準について測定した。消石灰生成量は

TG-GTA 熱分析解析により実測した。 

3.実験結果及び概要 

3.1 消石灰生成量の推移 

図-2に消石灰生成量の推移の変化を示す。図-2より,

養生温度 15℃と 25℃では生成量の変化は小さかった。

これは，養生温度 15 ℃と 25 ℃の場合では，5 ℃と比

較して材齢初期の水和進行が速いために，材齢 14 日の

段階で水和反応が緩やかになったことが原因だと考え

られる。また，材齢 14 日で比較すると，養生温度が高

いほど消石灰生成量は高くなるが，材齢 28 日段階にお

いては，養生温度が低いほど消石灰生成量が大きくな

った。このことから，養生温度が低い程，水和反応が

継続して生じている可能性がある。 

また，15 ℃の気中養生について，水中養生に対し消

石灰生成量が全体的に低かったことから，乾燥条件下

では，水和反応進行しないことが示された。 

3.2 圧縮強度と消石灰生成量の関係 

 図-3 に圧縮強度と消石灰生成量の関係を示す。図-3

より，圧縮強度と消石灰生成量の間には，強い正の相

関関係が見られた。したがって,消石灰生成量を水和の

進行とみなせるとすれば，圧縮強度は水和度に強く依

存していると考えられる。 

3.3 電気抵抗率と消石灰生成量の関係 

飽水状態のモルタルにおける電気抵抗率は，見かけ

の塩化物イオン拡散係数と相関 1）があり，電気抵抗率

が高いほど，塩化物イオン拡散係数が低く，かぶりの

鉄筋保護性能は高くなるものと考えられる。 

図-4 に電気抵抗率と消石灰生成量の関係を示す。図

-4 より，消石灰と電気抵抗率の間には，圧縮強度で見

られたような強い相関は見られなかった。 
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ここで，水中で養生された供試体について，養生温 

度に着目すると，温度が高くなるほど電気抵抗率も大

きくなる傾向が見られた。養生温度 15，25 ℃の供試体

の消石灰生成量はほぼ一定だが，電気抵抗率は約 1.5

倍異なる結果となった。電気抵抗率は，空隙構造の違

いによって，その値は変化する。したがって，5 ℃～

25 ℃の範囲では，養生温度が高いほどイオン等の物質

を透過させにくい空隙構造が形成されることが考えら

れる。 

また，気中で養生された供試体では，消石灰生成量

と電気抵抗率は，水中養生された供試体と比較して小

さいという結果が得られた。 

4.圧縮強度と電気抵抗率の関係 

図-5に圧縮強度と電気抵抗率の関係を示す。図-5よ

り，全体的な傾向として，圧縮強度と電気抵抗率の間

には，正の相関関係が見られた。特に相関関係が強く

見られたのは水中養生であった。これに対し，他の養

生方法では，水中養生ほどには相関が見られず，これ

は圧縮強度と電気抵抗率の養生による影響感度の違い

を示しているものと考えられる。つまり，十分に水分

が供給される水中養生においては，圧縮強度も電気抵

抗率も高まるが，水分の供給が十分に行われない場合

は，圧縮強度発現と電気抵抗率発現への影響の程度は 

それぞれ異なり，実構造物においても圧縮強度が高く

ても耐久性が不十分という状況が生じる可能性がある。 

5.結論 

(1) 水和の進行は， 5 ℃～25 ℃の範囲で，養生温度が

高いほど初期の水和は進行するが，長期材齢では養

生温度が低いほど，水和が継続する可能性を示した。

また，水和は養生方法の影響を受け，乾燥下で養生

されると水和が進行しなくなることが示された。 
(2) 圧縮強度と消石灰生成量の間には，強い相関が見ら

れた。 
(3) 電気抵抗率と消石灰生成量の間には，相関は見られ

なかった。しかし，養生温度の違いによって物質透

過性が変化することが考えられる。 
(4) 水中養生の場合は，圧縮強度と電気抵抗率生は強い

正の相関が見られたが，他の養生方法では相関が見

られず，圧縮強度と電気抵抗率に及ぼす養生の影響

はそれぞれ異なる。 
参考文献 

1） 榎原彩野ほか：モルタルの電気抵抗率と塩化物

イオン拡散係数との関係に関する基礎的研究，

コンクリート工学年次論文集，Vol.30，No.1，

pp.789‐794，2008  

 

0

10

20

30

40

50

60

0 0.02 0.04 0.06

5℃Ｗ14ｄ 5℃Ｗ28ｄ 15℃Ｗ14ｄ 15℃Ｗ28ｄ

25℃Ｗ14ｄ 25℃Ｗ28ｄ 15℃Ａ14ｄ 15℃Ａ28ｄ

消石灰生成量(mg/mg)

電
気

抵
抗

率
 (

Ω
×

ｍ
)

図-4　消石灰生成量と電気抵抗率の関係
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図-2　消石灰生成量の推移
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図-5　電気抵抗率と圧縮強度の関係
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図-3　消石灰生成量と圧縮強度の関係
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